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保健福祉常任委員会 委員長を拝命保健福祉常任委員会 委員長を拝命
4年任期の折り返し人事で、この度常任委員会
で保健福祉委員長の職を務めさせていただき

ます。新型コロナ対策、
食の安全安心、高齢者
関連事業、フレイル対
策、認知症関連事業、
障害者支援等々、区民

の皆様への福祉サービスの質の維持・向上の
ために努めてまいりますので変わらぬご指導ご
鞭撻の程よろしくお願いいたします。
また、千代田区議会を代表して東京都後期高
齢者医療広域連合議会議員に選任されまし
た。これまで通り皆様からご理解いただけるよ
う努めてまいります。

副幹事長に就任副幹事長に就任

ジョブ・サポート・プラザちよだは、平成19年
の新庁舎建設と障害者自立支援法（当時）の施
行を機に千代田区庁舎の3階に開設されまし
た。当初から指定管理者制度を導入して管理
運営を委ねてきましたが、令和4年3月31日を
もって10年間の指定期間が終了するため、令
和4年度からの指定管理候補者を公募しまし

た。応募があった２者からのプレゼンテーショ
ンなど５回の選定委員会を経て指定管理者（社
会福祉法人 武蔵野会）を決定しました。
今回初めて事業者が変わり、就労継続支援（B
型）や生活介護事業などを引き継ぎますが、利
用者や家族が不安にならないよう注視してま
いります。

千代田区立障害者就労支援施設
（ジョブ・サポート・プラザちよだ）の
指定管理者の指定について
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千代田区立障害者就労支援施設
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千代田区立障害者就労支援施設
（ジョブ・サポート・プラザちよだ）の
指定管理者の指定について

環境・まちづくり特別委員会

議会のあり方調査検討特別委員会

災害対策・危機管理特別委員会公共施設調査・整備特別委員会

その他に以下の特別委員会が設置されました。

所属特別委員会紹介

地域特性を活かした魅力あるまちの創出や、環境負荷の少ないまちづくりを目指して設置されました。
区民や事業者などと共に、精力的かつ詳細な調査・研究を重ね、これまで関わることが少なかった環
境対策や地域のまちづくりについて深く議論してまいります。

区民に開かれた活力ある議論を精力的に行うために設置された特別委員会です。政務活動費の必要
性、議選監査役の重要性、議会報告会の実施など区民の視点に立った開かれた議会を目指し、アフ
ターコロナ、デジタル化に対応した議会活動のあり方について議論してまいります。

東京都（東京都聖火リレー実行委員会）は、新
型コロナウイルスの感染状況が改善されてい
ないとして、7月17日から23日までの都内で
の「東京2020オリンピック聖火リレー（公道
での走行）」の中止を発表しました。これに伴
い、21号でお知らせしていました7月20日
（火）の区内での聖火リレー走行および「ミニセ
レブレーション」、また大会期間中に予定され
ていた「コミュニティライブサイト」も中止とな
りました。併せて、区立学校で予定されていた
オリンピック・パラリンピック競技観戦も全て
中止となりました。子どもたちへのオリパラ教
育の総括として競技の観戦が組み込まれてい
ましたが、残念ながら叶えられません。コロナ
禍での東京五輪の開催は子どもたちにとって
どんな思い出となるのか・・・。

東京2020オリンピック
聖火リレーの中止について
東京2020オリンピック
聖火リレーの中止について

Facebookにて
最新の活動を
配信中です。

お知らせ

ご登録を！

池田

この度、区議会自由民主党会派におきまして
副幹事長に就任いたしました。大変な重責を
感じていますが、議会運営を担う一人として
永田新幹事長を支えてまいります。

左から池田、永田幹事長、樋口区長、大坂幹事左から池田、永田幹事長、樋口区長、大坂幹事

富士見(牛込見附門跡)の石垣に蔦
が生い茂りかねてより除去するよう
依頼をしていましたが、調査の結果、
飯田橋駅ホームに入り込まないと作

業ができないことや除去作業に有す
る予算を計上していないことがわか
り、駅との協議を含め来年度予算で
対応してもらうこととなりました。進
捗状況は随時お知らせいたします。

江戸城外堀見附門跡を美観よく江戸城外堀見附門跡を美観よく



TEL／FAX:03-3221-7892　mail：ikedatomonori.turu@gmail.com
〒102-0071 千代田区富士見2-15-8-902池田とものり事務所

池田とものりPROFILE

（趣味）けん玉(初段）「125人連続大皿成功世界記録達成の一員（紅白歌合戦出場)」・ボウリング・ドッヂビー（指導・審判員資格取得）

 公式ホームページでも最新の活動を随時配信中です！ www.ikedatomonori.net
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TOKYO 自民党政経塾第10期生
自由民主党千代田区第十六支部支部長
平成27年4月　千代田区議会議員選挙　初当選（747）
平成31年4月　千代田区議会議員選挙　第2期目当選（726）

「保健福祉委員会」（常任委員会）委員長　「環境・まちづくり特別委員会」　「議会のあり方調査検討特別委員会」　「議会運営委員会」

★昭和44年10月28日、麹町で生まれる　★昭和51年 麹町保育園卒園　★昭和57年 麹町小学校卒業　★昭和60年 麹町中学校卒業　★昭和63年 日本大学第二高等学校卒業
★平成4年 日本大学商学部会計学科卒業　★平成6年 「フルーツエリア鶴」に就職、祖父鶴三、父清の後を継ぎ、三代目つるさんに　★平成20年度・21年度 麹町小学校PTA会長
★平成25年～平成29年 共立女子学園後援会副会長　★平成29年度・30年度 共立女子中学高等学校PTA会長　★元共立女子中学高等学校後援会会長
現在 有限会社八百鶴商店 取締役　★平成15年～26年・30年～ 千代田区スポーツ推進委員　★千代田区ドッヂビー協会会長　★千代田区相撲連盟顧問　★千代田区ラグビ
ー・フットボール協会理事　★初級障がい者スポーツ指導員

令和3年第2回

放課後の居場所づくりの強化について

区議会定例会において 一般質問 を行いました！ 

本区ではこれまで、子育てしやすい街を目指し支援
に取り組んできました。保育園の待機児童問題には
解消の兆しがありますが、喫緊の課題として小学校
の教室不足問題に取りかからなくてはなりません。
少人数でのきめ細やかな指導体制を整備し、安全

安心な教育環境とICT等の活用による新たな学び
を提供するため、公立小学校の学級編成の標準を5
年で35人に引き下げる義務標準法が改正されまし
た。本区でも他の施設を教室に転用するなどの対応
が進められています。（表１）

今回は放課後の子どもたちの居場所について質問し
ます。こちらもすぐに対応すべき問題です。
放課後子ども教室、学校内アフタースクール、児童
館付きや民間委託の学童クラブ、学童保育と呼ばれ
る施設などでは、ここ数年児童数の増加に比例して
申し込み数も増えており、定員の増加などの対応が
進められています。
全体の7割の学童クラブでは定員の半数以上を低
学年が占めています。（表２）定員を増やしても、これ
ら低学年が優先されるため、3年生以上になると申
し込みすらできない状況です。兄弟関係であっても
入れず相談を受けるなど対応が求められています。

また、児童館は学童クラブ在籍の児童であふれてい
るため、クラブに入れない児童は思うように過ごせ
ていません。本来、児童館は誰でも利用できる場所
なのにできていないのが現状です。
中高生ともなるとさらに状況は厳しく、放課後の居
場所が不足しています。これでは、地域における遊
びおよび生活の援助と子育て支援を行い、子どもの
心身を育成し情操を豊かにするという児童館ガイド
ラインの目的に応えられません。暑さ対策として
も、夏季休暇中には学校施設の開放が期待されま
すが、コロナ禍では安全安心に過ごせないのではな
いでしょうか。

新たな施設整備の検討
を含め今後の学童クラ

ブ、学童保育のあり方など新しい放課
後の居場所づくりの強化を求めます。

池田

区立に加え学校内設置の学童クラブ等の整
備や、全ての区立小学校内で全在校生を対象
にした放課後子ども教室を実施し、待機児童
ゼロを継続しています。一方、地域によっては
スペースに制約があり、定員が埋まってしまう
状況もあります。新たな施設整備には高い
ハードルがありますが、様々な手法を検討して
いきたいと考えています。

放課後の活動、居場所の確保は児童・生徒
の成長にとって大切なものであると認識し
ている。様々な課題はあるが環境整備には
今後とも尽力していきたい。

回答

喫緊の課題は学校の教室の確保です。今後も他の施設を転用する対応が考えられます。代替施設など十分検討するよう注視して
まいります。放課後の居場所づくりについても、誰もがいつでも利用できる創意工夫した児童館や学童クラブの施設運営を目指し
て、低未利用地の活用も含め検討を重ねていきます。

今後の課題

区長答弁（要約）

（表１）

（表2）


